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眼
鏡
替
え
ち
が
う
世
界
を
補
給
す
る

論
戦
の
滑
ら
か
な
舌　

黒
と
白

い
ら
い
ら
の
元
は
夫
の
空
手
形

気
付
か
な
い
振
り
も
マ
ナ
ー
と
心
得
る

う
つ
の
日
の
心
を
隠
す
厚
化
粧

こ
っ
そ
り
と
一
味
違
う
盗
み
酒
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希
祝
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同
窓
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若
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戦
い
の
哀
し
み
知
る
や
ひ
ま
わ
り
は
歩
調
揃
え
る
兵
士
に
も
似
て　
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吉
田　
仁
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音
も
な
く
湖
面
に
穴
を
あ
け
る
ご
と
雨
は
静
か
に
近
江
に
沈
む　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
和
田
新
田
）
末
澤　
章
子

来
し
方
の
な
が
き
を
憶
う
日
暮
ど
き
日
日
草
の
花
殻
を
摘
む　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
和
田
新
田
）
増
尾　
克
子

珍
し
き
鉢
花
並
ぶ
門
前
に
長
靴
の
老
女
椅
子
に
ま
ど
ろ
む　
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上
岡
あ
や
子

伽
羅
木
の
根
方
に
群
る
る
風
知
草
金
の
裏
葉
が
や
さ
し
く
揺
ら
ぐ　
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千
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台
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一
戸　
光
代

梅
雨
明
け
の
真
っ
新
の
と
ど
く
夏
の
陽
に
五
キ
ロ
の
梅
干
す
土
用
待

て
ず
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（
八
千
代
台
北
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水
野
太
佳
代

向
き
あ
え
ば
言
葉
か
け
た
き
向
日
葵
の
丈
ひ
く
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咲
く
顔
は
そ
れ
ぞ
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（
高
津
団
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）
石
井　
孝
子

母
と
子
の
自
転
車
並
び
走
り
ゆ
く
夕
べ
の
街
に
声
響
か
せ
て　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
勝　
田　
台
）
那
智　
恒
子

八
千
代
市
短
歌
会
選

　
　
　
　
　
一
首
目
、元
気
に
咲
い
て
い
る
ひ
ま
わ
り
。可
愛
い
子
供
達
の

　
　
　
　
よ
う
な
ひ
ま
わ
り
。
そ
れ
を
見
て
い
る
作
者
に
、
兵
士
の
姿
が

深
い
哀
し
み
と
共
に
見
え
て
く
る
。
歩
調
揃
え
て
ま
っ
す
ぐ
に
進
む
若
い

兵
士
達
が
。
二
首
目
、
琵
琶
湖
の
広
さ
深
さ
ゆ
え
に
湖
面
の
雨
の
音
は
聞

こ
え
な
い
の
で
あ
ら
う
か
。
湖
面
に
穴
を
あ
け
て
い
る
様
に
沈
ん
で
ゆ
く

と
い
う
独
特
の
感
覚
で
と
ら
え
て
い
る
。
三
首
目
、
咲
く
時
が
き
て
咲
く

花
の
力
を
知
っ
て
い
る
作
者
。
特
別
な
感
慨
を
う
た
っ
て
い
な
い
が
落
ち

着
い
た
情
感
が
あ
り
上
の
句
と
下
の
句
が
し
っ
く
り
合
い
も
の
想
わ
せ
る
。
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行
き
交
う
人
と
の
あ
い
さ
つ
に
、「
暑
い
で
す
ね
え
」の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
言
葉
が
欠
か
せ
な
か
っ
た
今
年
の
夏
。
高
知
県
四
万
十
市

で
は
観
測
史
上
最
高
の
気
温
41
度
を
記
録
し
、
東
日
本
で
も
８
月
中
旬
の
平
均
気
温
が
観

測
史
上
最
高
の
平
年
比
プ
ラ
ス
２・４
度
に
な
る
な
ど
、
記
録
的
な
猛
暑
と
な
り
ま
し
た
。

　
９
月
は
暑
い
日
が
続
き
な
が
ら
も
、
徐
々
に
気
温
も
下
が
り
、
秋
の
気
配
を
感
じ
さ
せ

る
月
で
す
。「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」、「
芸
術
の
秋
」な
ど
、
い
ろ
ん
な
言
葉
が
使
わ
れ
る
秋
。

趣
味
を
楽
し
ん
だ
り
、
何
か
に
打
ち
込
ん
だ
り
す
る
の
に
ち
ょ
う
ど
良
い
気
候
で
、
こ
れ

か
ら
は
景
色
も
色
づ
き
、
ど
ー
ん
と
祭
や
市
民
文
化
祭
な
ど
夏
と
は
違
っ
た
イ
ベ
ン
ト
も

多
く
開
催
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、自
分
に
合
っ
た
様
々
な
秋
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
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市内ボーイスカウト４人が
菊スカウト章を受章
　八千代市ボーイスカウトの片寄颯人さん、渡
辺美帆さん、齋藤俊一さん、大槻和希さんが、菊
スカウト章を受章し、８月21日、市長を表敬訪問
しました。菊スカウト章は中学生年代の最高位
で、受章したスカウトは上級班長や班長として
班員を指揮指導します。「修得した技能や精神を
伝え、後輩の模範になりたい」と受章者たち。次
は、高校生年代の最高位、富士章を目指します。

【あげます】　▶置き畳４枚（正方形。１枚約0.5畳）　
▶婦人用スーツケース（一泊二日用。色・ブルー）　▶各
種洋服用生地（ダンボール２箱分）　▶子供用ゴルフ用
具一式／バッグ（黒・ブルー）、クラブ６本　▶運動靴２
足（24.5㎝と25㎝）　▶自転車用空気入れ（圧縮ポンプ式）
【ゆずって／有料】　▶ペット用シート（60㎝×40㎝）
▶調理用ミキサー

リサイクル・ガイド
消費生活センター　485-0559

●この欄のお問い合わせは消費生活センターへ。受け
付けは、土曜・日曜日、祝日を除く午前８時30分から
午後５時まで（午後４時～５時は 483-1151へ）。

●蘭書道会　大筆の書から日々の暮らしに役立つ小
筆まで、気軽に楽しみませんか。第１・３火曜日９
時30分～12時、八千代台公民館。月1,500円。小森
482-7449
●八千代走友会　皆で楽しく笑顔で走りませんか。
第１・３・５日曜日。八千代総合運動公園多目的広
場集合（４月～10月は７時、11月～３月は８時集合）。
入会500円、月300円。高橋 080-3530-5319
●３Ｂ体操・コアエクササイズ　ストレッチと深層

筋エクササイズで「マイナス５歳姿勢美人」。毎週
金曜日14時～15時30分、市民会館ほか。入会1,000円、
月3,000円。髙橋 090-6012-4518
●土筆の会　書道を楽しみます。第２・４木曜日10
時～12時、緑が丘公民館。入会1,000円、月1,500円。
赤木 458-4438
●グループ・びりじゃん　水彩画、油画デッサン勉
強会。毎週火曜日13時30分～16時、勝田台南小学校。
入会1,000円、月4,000円。神山 486-3623

会 員 募 集 会員募集は不定期掲載です。今号では、６月７日ま
でに受け付けたものを掲載しています。

八千代ふるさと親子祭

　今年のテーマは、「”和
つながり

”のもとに集まろ
う！」。手筒花火のほかに、市民会館や市民
体育館でも新たなイベントが行われ、多く
の人が集まりました。 　市民会館の「はいだしょうこファミリ

ーコンサートwithいとうまゆ」。会場が一
体となって歌や踊りを楽しみました。

　多目的広場のステージでは、お笑いラ
イブを開催しました。「ふるさと親子祭
に～、来た～」と山本高広さん。

　市営球場内でふんわりと浮かぶ熱気球
に約400人が交替で搭乗。近くを走る東
葉高速鉄道に向かって手を振る人も。

　市民体育館の千葉ジェッツ対豊田通商
ファイティングイーグルス名古屋の公開
練習試合では、ジェッツが逆転勝ち。

　八千代高校鼓組ＯＢの音楽ユニット
「打

だ
花
か
打
だ
火
か
」の演奏が、手筒花火と共に

フィナーレを盛り上げました。

◀
左
か
ら
渡
辺
さ
ん
、片
寄
さ
ん
、秋
葉
市
長
、齋
藤

　
さ
ん
（
大
槻
さ
ん
は
欠
席
）

▶
や
っ
ち


